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ほ
か
、
古
代
丹
後
王
国
を
彷
彿
さ
せ
る
遺
跡

や
、
羽
衣
、
浦
嶋
伝
説
と
い
っ
た
歴
史
ロ
マ

ン
な
ど
の
観
光
資
源
に
も
恵
ま
れ
、
四
季

折
々
多
く
の
来
訪
者
が
あ
り
ま
す
。

Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
利
用
者
は
、
平
成
５
年
度
の
ピ

ー
ク
時
は
３
０
３
万
人
を
数
え
ま
し
た
が
、

近
年
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
、
少

子
化
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
18
年
度
に
は
２

０
０
万
人
の
大
台
を
割
り
１
９
４
万
人
と
な

り
ま
し
た
。
利
用
者
の
ほ
ぼ
半
数
は
定
期
客

で
、
沿
線
に
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
を
除
い
て
も

８
つ
の
高
等
学
校
が
あ
り
、
通
学
高
校
生
が

最
大
の
お
客
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
の
策
定

京
都
府
北
部
の
公
共
交
通
機
関
利
用
率
は

５
・
６
％
で
府
域
平
均
の
30
・
５
％
の
５
分

の
１
以
下
と
い
う
ク
ル
マ
社
会
で
あ
り
、
ま

ず
は
こ
の
利
用
率
を
10
％
に
高
め
る
こ
と
が

当
面
の
目
標
で
す
。

そ
の
た
め
、
平
成
17
年
11
月
か
ら
、
地
域

の
公
共
交
通
全
体
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

考
え
、
利
用
度
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
地

元
利
用
者
や
行
政
、
関
係
事
業
者
と
と
も
に

「
分
か
り
や
す
く
、
使
い
や
す
い
公
共
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
実
現
会
議
」
に
参
画
し
、
利
用

者
の
視
点
に
立
っ
て
協
議
、
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
実
現
会
議
に
お
い
て
平
成
18

年
11
月
「
改
善
実
行
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
本
年
１
月
に
「
地
域
公
共
交

通
活
性
化
・
再
生
法
」
に
基
づ
く
「
地
域
公

共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
と
し
て
国
に
提
出

さ
れ
、
さ
ら
に
同
計
画
は
本
年
４
月
に
国
の

地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
総
合
事
業
計

画
に
認
定
さ
れ
、
20
年
度
か
ら
は
、
国
の
支

援
も
活
用
し
な
が
ら
、
よ
り
多
様
な
取
組
み

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

便
利
で
地
域
に
愛
さ
れ
る
鉄
道
へ
の
取
組
み

Ｋ
Ｔ
Ｒ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま

え
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
経
営
活
性
化
５
カ
年
計
画
を
策

定
し
、
自
社
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
や
地
域

と
連
携
し
た
取
組
み
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
連
携
計
画
並
び
に
経
営
活

性
化
５
カ
年
計
画
に
基
づ
き
、
Ｊ
Ｒ
線
と
自

社
線
２
線
の
接
続
改
善
を
進
め
る
と
と
も
に
、

運
行
本
数
の
拡
大
、
通
勤
通
学
時
へ
の
特
急

型
車
両
の
導
入
な
ど
、
便
利
さ
と
快
適
さ
を

高
め
る
ダ
イ
ヤ
改
正
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
拡
大
が
困
難
な
定
期
客
を
増
や
す

た
め
に
、
第
３
の
定
期
券
と
し
て
シ
ル
バ
ー

定
期
券
（
19
年
９
月
〜
）
や
無
記
名
全
線
パ

ス
（
19
年
10
月
〜
）、
所
定
料
金
の
５
〜
８
割

引
と
い
う
超
格
安
の
定
期
券
特
急
回
数
券

（
６
枚
綴
り
１
０
０
０
円
）
を
発
売
し
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
結
果
、
ほ
ぼ
自
動
的
に
毎
年
５

Ｋ
Ｔ
Ｒ
が
走
る
地
域
の
概
況

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）
は
、
京

都
府
北
部
の
丹
後
地
域
と
兵
庫
県
北
東
部
の

但
馬
地
域
を
結
ぶ
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
で
、

「
宮
津
線
」
と
「
宮
福
線
」
の
２
路
線
を
横
長

の
Ｔ
の
字
で
接
続
・
運
営
し
て
い
ま
す
。
宮

津
線
は
大
正
時
代
末
期
か
ら
順
次
開
業
し
た

国
鉄
赤
字
転
換
線
で
、
宮
福
線
は
鉄
道
建
設

公
団
建
設
線
で
昭
和
63
年
に
新
線
開
業
し
た

も
の
で
す
。

沿
線
市
町
の
人
口
お
よ
び
就
学
者
数
は
長

期
的
に
減
少
し
て
お
り
、
高
齢
者
比
率
も
都

市
域
に
比
べ
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
当

地
は
、
古
く
か
ら
「
丹
後
ち
り
め
ん
」
の
大

産
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
が
、
昭
和
50
年
代

以
降
、
生
活
様
式
の
変
化
の
中
で
大
き
く
縮

小
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
こ
の
地
域
は
日
本
三
景
「
天
橋
立
」

を
は
じ
め
と
す
る
美
し
い
自
然
景
観
、
カ
ニ

や
ブ
リ
、
と
り
貝
な
ど
の
豊
富
な
海
の
幸
の

便利で魅力的な
乗ってみたくなる
ローカル鉄道をめざして

北近畿タンゴ鉄道�

KTR路線図
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万
人
前
後
減
少
し
て
き
た
定
期
客
は
、
１
％

と
わ
ず
か
で
す
が
増
加
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
地
元
利
用
者
を
拡
大
さ
せ
る
た

め
に
、
最
大
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
宮
津
駅

に
宮
津
市
と
共
同
で
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
ほ
か
、
夏
休
み
期

間
中
こ
ど
も
運
賃
と
沿
線
の
提
携
観
光
施
設

が
無
料
と
な
る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
得
と
く
ク
ー

ポ
ン
」
の
創
設
や
、
経
営
幹
部
が
日
替
わ
り

で
添
乗
す
る
ク
リ
ス
マ
ス
列
車
の
運
行
な
ど

家
族
そ
ろ
っ
て
親
し
ま
れ
る
鉄
道
を
め
ざ
し

て
き
ま
し
た
。

魅
力
的
で
乗
っ
て
み
た
く
な
る

鉄
道
へ
の
取
組
み

豊
か
な
地
域
資
源
を
活
用
し
て
線
外
か
ら

の
利
用
客
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
昨
年
の
ダ

イ
ヤ
改
正
で
、
天
橋
立
・
西
舞
鶴
間
の
海
岸

線
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
で
一
時
停
車
、
最
徐
行

運
転
を
行
う
観
光
型
列
車
「
タ
ン
ゴ
悠
遊
号
」

を
週
末
の
休
日
に
１
日
４
本
（
本
年
度
は
５

本
プ
ラ
ス
毎
日
快
速
２
本
）
運
行
し
、
さ
ら

に
昨
年
10
月
か
ら
は
お
も
て
な
し
を
強
化
す

る
た
め
に
Ｋ
Ｔ
Ｒ
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に
よ
る
添

乗
ご
案
内
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
悠
遊
号
の
利
用
者
は
昨
年
１
年
間
で

２
万
７
５
３
人
を
数
え
、
こ
れ
が
奏
功
し
同

区
間
の
普
通
列
車
の
利
用
客
は
前
年
比
11
・

２
％
増
と
大
幅
に
上
伸
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
沿
線
市
町
や
Ｋ
Ｔ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
市

民
号
の
運
行
、
駅
周
辺
の
植
栽
活
動
な
ど
、

地
域
の
利
用
者
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
取

組
み
を
実
施
し
た
ほ
か
、
利
用
者
の
利
便
を

図
る
た
め
に
、「
乗
り
放
題
２
Ｄ
ａ
ｙ
ｓ
き
っ

ぷ
」
や
Ｊ
Ｒ
青
春
18
き
っ
ぷ
と
連
動
し
た

「
青
春
フ
リ
ー
き
っ
ぷ
」
な
ど
を
新
設
し
ま
し

た
。さ

ら
に
、
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
へ
の
市
民
参
加

を
う
な
が
す
た
め
に
、「
乗
っ
て
み
た
く
な
る

Ｋ
Ｔ
Ｒ
ト
レ
イ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ン
ペ
」
を

実
施
し
、
地
元
の
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
、

ま
た
北
海
道
を
除
く
全
国
か
ら
プ
ロ
、
ア
マ

さ
ま
ざ
ま
な
方
か
ら
２
１
９
点
の
ご
応
募
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
車
両
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
と
あ
わ
せ
て
最
優
秀
デ
ザ
イ
ン
作
品

を
車
体
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
、「
丹
後
ゆ
め
列
車
」

と
命
名
さ
れ
た
車
両
が
本
年
４
月
か
ら
沿
線

各
地
を
毎
日
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
運
行
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
企
画
は
マ
ン
ス
リ
ー
展
開
と
称

し
て
毎
月
新
企
画
を
工
夫
し
て
お
り
、
昨
年

度
の
定
期
外
の
お
客
様
は
電
化
高
速
化
以
来

12
年
ぶ
り
に
前
年
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

さ
ら
な
る
飛
躍
を
め
ざ
し
て

地
方
鉄
道
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
が
続

く
中
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
や

道
路
整
備
の
進
展
に
加
え
て
、
安
全
防
災
対

策
の
さ
ら
な
る
高
度
化
な
ど
一
層
厳
し
さ
が

増
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
昨
年
の
旅
客
増
の
経
験

を
生
か
し
な
が
ら
、
沿
線
地
域
が
持
つ
経
営

資
源
を
存
分
に
活
用
し
、
地
域
と
し
っ
か
り

と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
り

持
続
し
う
る
鉄
道
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

可
能
と
考
え
て
お
り
、
創
業
以
来
、
京
都
市

に
置
い
て
い
た
本
社
を
昨
年
９
月
に
福
知
山

市
に
移
転
し
、
沿
線
と
の
連
携
強
化
並
び
に

営
業
企
画
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
新
た
な
方
向
性
と
し
て
は
、
ま
す

ま
す
強
ま
る
ク
ル
マ
社
会
と
共
存
で
き
る
鉄

道
と
し
て
、
ま
た
Ｋ
Ｔ
Ｒ
自
ら
が
走
る
観
光

資
源
と
し
て
地
域
振
興
に
も
寄
与
す
る
と
い

う
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。本

年
は
宮
福
線
が
開
業
し
て
丸
20
年
、

平
成
21
年
春
に
は
福
知
山
駅
連
続
立
体
交
差

事
業
が
完
成
し
、
念
願
の
新
Ｋ
Ｔ
Ｒ
福
知
山

駅
が
誕
生
す
る
運
び
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

を
契
機
に
利
便
性
向
上
と
誘
客
拡
大
に
一
層

の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

特集■「頑張る地域と鉄道事業者」が地方鉄道を再生・活性化します！

沿線の“宝もの”を満載した「丹後ゆめ列車」
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